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令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【沼津市】（1/2）

住⺠⼀⼈ひとりが⾏政に依存することなく計画的な避難⾏
動を⾏うためのマイ・タイムライン作成について各地区ご
との⽔害リスクを整理し市内の洪⽔常襲地区である⼤平地
区に対し説明を⾏った。

■取組内容

令和３年度取組実績 令和４年度取組予定

重点取組事項：平時からの住⺠等への周知・教
育・訓練に関する事項
取組項⽬：・住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報
マップの作成促進（取組番号：23）

大平地区での説明会の様子

説明用資料（おもて面）

重点取組事項：平時からの住⺠等への周知・教
育・訓練に関する事項
取組項⽬：・住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報
マップの作成促進（取組番号：23）
住⺠⼀⼈ひとりが⾏政に依存することなく計画的な避難⾏
動を⾏うためのマイ・タイムライン作成について⼤平地区
以外の対象地区に対し説明を⾏っていく。

説明用資料（うら面）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【沼津市】（2/2）

沼川(⾼橋川)流域豪⾬災害対策アクションプランに基づき、
⻘野排⽔路に逆流防⽌ゲート設置、⻘野排⽔機場増強のため
の詳細設計実施及び井⼾川⾬⽔貯留池（ダム形式貯留施設）
の整備⼯事に着⼿した。

■取組内容

令和３年度取組実績 令和４年度取組予定

重点取組事項：防災施設の整備等
取組項⽬：多数の家屋や重要施設等の保全対策
（取組番号：43）

重点取組事項：防災施設の整備等
取組項⽬：多数の家屋や重要施設等の保全対策
（取組番号：43）

沼川(⾼橋川)流域豪⾬災害対策アクションプランに基づき、
⻘野排⽔機場増強⼯事及び井⼾川⾬⽔貯留池（ダム形式貯留
施設）の整備⼯事を⾏っていく。

貯留池位置図 井戸川雨水貯留池整備予定地（下流側からのイメージ）

井⼾川⾬⽔貯留池（R3年度〜）

⼩河原川⾬⽔貯留池（R2年度完成）



⼤⾬や洪⽔などが発⽣した際に、国の監視システムの情
報等の確認や現場の⾒廻りを⾏った上で、⼀級河川に繋
がる樋管の開閉を判断していたが、情報収集などに要す
る時間を短縮し、迅速な判断ができるようにするため、
令和２年度より樋管の内⽔側に河川監視カメラ及び⽔位
センサーを設置している。また、迅速な避難情報の発令
のため、⼤⾬による急激な⽔位上昇が⾒込まれる中⼩河
川に監視カメラ等を設置している。

市河川監視カメラ映像及び⽔位センサーのデータは、パソコ
ンやスマートフォンでの閲覧が可能であることから、令和４
年度においては、浸⽔被害の可能性がある地域住⺠へ出⽔状
況をリアルタイムで情報提供する。また、今後も監視が必要
と思われる箇所へ、監視カメラ等を設置していく。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【三島市】

令和3年度取組実績

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充
実
取組項⽬：ICT等を活⽤した洪⽔情報の提供
（取組番号：０６）

令和４年度取組予定

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充
実
取組項⽬：ICT等を活⽤した洪⽔情報の提供
（取組番号：０６）
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令和3年度においては、河川監視カメラ3基（累計5基）及び⽔
位センサー4基（累計6基）の設置を⾏った。

【監視カメラ/⽔位センサー設置状況】 【監視場所⼀覧画⾯】

【監視画⾯】



令和3年度においては、35の対象団体、合計約2,600名の⽅に
対し、防災出前講座を実施した。
その中でも10団体（学校、病院、⺠⽣委員・児童員協議会部
会など）に、⾵⽔害への⽇頃からの備えや、避難⾏動等につ
いて、防災教育を⾏った。

今後も、各学校や⾃主防災会をはじめとする出前講座の要望
について、積極的に対応していく。
また、県危機政策課、東部地域局の⽀援のもと完成した、わ
たしの避難計画について、⾵⽔害に対する住⺠の訓練や、防
災教育の場で活⽤するとともに、今後の運⽤と更なる整備に
ついて検討・精査していく。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【御殿場市】

令和3年度取組実績

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）

令和４年度取組予定

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）
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出前講座の様子②

教育資料① 教育資料②（洪水ハザードマップ）

出前講座の様子① わたしの避難計画



6月26日に市民文化センターで行った自主防災会訓練会のメニューの一

つとして、住民一人ひとりの行動計画表「マイ・タイムライン」の必要性

を説明し、参加者に作成実習をしてもらった。

自主防災会役員や区長、地域地震防災指導員など約160名が参加。限ら

れた時間の中で、実習にかかる時間が少なくなってしまったのは反省だが、

コロナの影響で今まで説明会の場を設ける機会を逸していたため、ハザー

ドマップを見てもらい身近なリスクを知ってもらうこと、タイムラインの

必要性や作成手順は概ね理解していただけたと感じている。

令和３年７月の大雨時に市内で一番降水量が多かった千福が丘地区をモデ
ル地区に選定し、土砂災害モデル地区訓練を実施する。

・避難中の危険個所の確認、避難所の資機材確認等のほか、避難所の開設
体験などを実施。

・県防災アプリの機能を活用することで、避難所の受付に係る時間が大幅
に短縮できることを体験してもらう。

・地区防災計画の見直しへの協力を呼びかけ

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【裾野市】

令和3年度取組実績

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マッ
プの作成促進（取組番号：23）

令和４年度取組予定

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：避難訓練への地域住⺠参加の促進
（取組番号：21）
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⼤⾬や台⾵時の河川に関する危険情報等を
速やかに市⺠に届けられるよう、同報無線の
デジタル化事業を実施した。
令和２年度に実施設計を完了し、令和３年

度から市内全域で⼯事を着⼿した。
本事業にて難聴地域への⼦局新規設置や、

⾼性能スピーカーの導⼊により、今まで放送
が聞こえていなかった地域に放送が届くよう
になった。

●パンザマストの更新箇所数
※令和３年度
68／163基（42％）

※令和４年度
95／163基（58％）

引き続き、同報無線デジタル化⼯事を進め
るとともに、⾃宅で放送が受信できる⼾別受
信機の設置を実施する。

重点取組事項：洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：重要インフラの機能確保（取組番号：47）

令和3年度取組実績 令和４年度取組予定

重点取組事項：洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：重要インフラの機能確保（取組番号：47）

●⼾別受信機の
設置希望世帯数 991／

2500世帯（令和３年度調査）

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【伊豆市】
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県と共に2回のワークショップを実施し、韮⼭地区
（南條区）において、早期避難を意識づける取組と
して「わたしの避難計画」を作成。

⻑岡地区及び⼤仁地区へ「わたしの避難計画」の作
成⽀援を⾏い、普及展開し早期避難を意識づける取
組を⾏っていく。

令和3年度取組実績

重点取組事項：②平時からの住⺠等への周知・
教育・訓練に関する事項
取組項⽬：住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マッ
プの作成促進（取組番号：２３）

令和４年度取組予定

重点取組事項：②平時からの住⺠等への周知・
教育・訓練に関する事項
取組項⽬：住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マッ
プの作成促進（取組番号：２３）

7

「わたしの避難計画」
ワークショップ

「わたしの避難計画」

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【伊豆の国市】 （1/2）



河川⽀流監視カメラ カメラ映像

協定締結式 相互情報

説明会
避難⾏動タイムライン

連絡体制台帳

６⽉に河川⽀流監視カメラを宗光寺地区に設置。
３⽉に沼津河川国道事務所・株式会社TOKAIケーブ
ルネットワークとの相互情報共有でき、洪⽔被害等
の予防や迅速な避難指⽰等につなげていくための協
定を締結した。

市内85施設ある要配慮者利⽤施設と災害時の情報連
絡体制を確⽴するため、避難確保計画作成の説明会
を実施し、避難⾏動タイムラインを確認させ、台帳
を整備することにより、避難の実効性を確保してい
く。

令和3年度取組実績

重点取組事項：③円滑かつ迅速な避難に資する
施設等の整備に関する事項
取組項⽬：洪⽔予測や⽔位情報の提供の強化
（取組番号：２５）

令和４年度取組予定

重点取組事項：①情報伝達、避難計画等に関す
る事項
取組項⽬：要配慮者利⽤施設における避難確保
計画の作成及び避難訓練の実施
（取組番号：１４）

8

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【伊豆の国市】 （2/2）



児童・⾃主防災組織などを対象に防災意識向上のため⾵⽔害
等の避難⾏動に関する防災出前講座を実施した。(平成23年度
から⾃治会および⼩中学校等へ防災出前講座を開始し、令和
３年度末までに累計243団体、19,567⼈へ実施した。)

令和4年度も引き続き、積極的に児童・⽣徒・⾃主防
災組織などを対象に防災意識向上のため⾵⽔害等の
避難⾏動に関する防災出前講座を実施する。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定 【田方郡函南町】

令和3年度取組実績

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）

令和４年度取組予定

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）
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防災出前講座の様⼦

函南町洪⽔災害ハザードマップ(R2.3)

令和3年度に更新した
「函南町防災マップ」を活⽤

函南町防災マップ(R4.3)



「わたしの避難計画」の作成講座をモデル地区に実施した。
町⺠⼀⼈ひとりが、想定される全ての災害リスク（地震・河
川氾濫、⼟砂災害）に対して、それぞれの災害ごとの適切な
避難⾏動を整理し、冷蔵庫等の⾝近な場所に張り出し迅速な
避難ができるようにすることを⽬的としている。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【清水町】

令和3年度取組実績

重点取組事項：②平時からの住民等への周知・
教育・訓練に関する事項
取組項目：住民一人一人の避難計画・情報マップ
の作成促進（取組番号：23）

令和４年度取組予定
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講座の様子②講座の様子①

講座の資料 私の避難計画表



⾃主防災会等と職員との共同でコロナ禍にお
ける避難所運営訓練を実施し、発災時の地域
防災⼒の向上を図った。

定期的に浸⽔想定区域や⼟砂災害警戒区域等の災
害時の危険箇所を周知し、災害時の避難⾏動等を
検討していただくため、携帯可能な折り畳み式の
ハザードマップを全⼾に配布する。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【長泉町】

令和3年度取組実績

重点取組事項：②平時からの住⺠等への周知・
教育・訓練に関する事項
取組項⽬：地域防災⼒の向上のための⼈材育成
（取組番号：24）

令和４年度取組予定

重点取組事項：①情報伝達、避難計画に関する
事項
取組項⽬：⽔害危険性の周知促進
（取組番号：05）
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18,200部

受付の様子

防護服の着用方法 段ボールベットの組み立て方法

世帯カードの記入

表面（ハザードマップ）

裏面（防災情報）



⼩⼭町は、過去より⼟砂災害による被害を度々受
けているため、町内警戒区域を対象に、⼟砂災害に
対する住⺠避難訓練・⽔防訓練を例年６⽉に実施し
ている。令和３年度は、⾜柄地区を対象に夜間住⺠
避難訓練を⾏い、コロナ禍の避難所運営について、
感染症対策を講じて検証した。また、翌⽇は同地区
の公園で、⾃主防災会、消防団、防災⼠連絡会を対
象に⽔防訓練を⾏い、⼟のう作成や無線通信訓練、
ロープ結索等を学んでもらった。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【小山町】

令和3年度取組実績

重点取組事項：⽔防訓練の充実
取組項⽬：⼟砂災害訓練の実施（取組番号：32）

令和４年度取組予定

重点取組事項：⽔防訓練の充実
取組項⽬：⼟砂災害訓練の実施（取組番号：32）

12

感染症対策やプライバシー確保のために、間仕切りシートを
組み⽴てる（R3.6⽉ ⼩⼭⾼校体育館）

鮎沢川の⽔位周知河川指定を受けて、洪⽔ハザー
ドマップを作成、対象地区に配付した後、県との共
催で５⽉に３回の説明会を開催した。６⽉には、⼟
砂災害に対する住⺠避難訓練を⼩⼭１区〜４区、所
領区を対象に⾏い、鮎沢川の⽔位が増し、さらなる
危険が迫ったとの想定で、指定避難所の健康福祉会
館から町内企業への住⺠避難を⾃衛隊⾞両等の協⼒
を得て初めて実施した。

⾃衛隊⾞両による指定避難所から信濃⾷品⼯業㈱富⼠⼩⼭⼯場
への避難（R４.6⽉ ⼩⼭町健康福祉会館）



○概要
令和３年６⽉に、駿東伊⾖消防本部管内の構
成市町４市３町（沼津市・清⽔町・函南町・伊⾖
の国市・伊⾖市・伊東市・東伊⾖町）防災担当者
との情報連絡会議を開催した。
○内容
・管内において、地震、⼟砂・⾵⽔害等の⼤規模災
害が発⽣した際に、構成市町防災部局と円滑な災
害対応が⾏われるよう、連携強化を図ることを⽬的
として、各機関の災害対応体制を再確認した。
・構成市町において災害対策本部が設置された場
合、管轄消防署から情報連絡員（リエゾン）を派
遣し、構成市町と情報共有する。
・今後も、災害発⽣時に素早い対応ができるよう顔
の⾒える関係を構築し、連携を密にしていく。

○令和３年７⽉の熱海市⼟⽯流災害において、緊急消
防援助隊の進出拠点（活動拠点・宿営場所等）の確保
に苦慮したとのことから、各構成市町と協議、調整し、複数
の進出拠点候補地を確保する。
○地震、⼟砂・⾵⽔害時における緊急消防援助隊の迅速
かつ効果的な活動を実現するため、当消防本部の指揮本
部体制を⾒直すなど災害対応能⼒の向上を⽬指す。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【駿東伊豆消防本部】

令和３年度取組実績

重点取組事項：⽔防関係者間での連携、協⼒に関する検討
取組項⽬：構成市町防災担当者連絡会議（取組番号：33）

令和４年度取組予定

重点取組事項：⽔防関係者間での連携、協⼒に関する検討
取組項⽬：緊急消防援助隊進出拠点の確保（取組番号：33）

重点取組事項：⽔防訓練の充実
取組項⽬：建設業協会との重機合同連携訓練（取組番号：32）

○令和３年７⽉から重機隊の運⽤を開始し、熱海市⼟
⽯流災害にて活動した。以後、より⾼度な操作技術を求
め、建設業協会に協⼒を依頼し、技術指導を受けている。

○令和４年度は、関係機
関との連携強化及び操作
技術の⾼度化を⽬的として、
建設業協会・消防機関
（駿東伊⾖消防本部・静
岡市消防局）において、⼟
砂災害対応連携訓練を実
施する。

13



⽔害時に浸⽔域で活⽤する救命ボートの
取扱い訓練を実施した。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【富士山南東消防本部】

令和3年度取組実績

重点取組事項：浸⽔域での救出訓練の実施
取組項⽬：⽔防訓練の実施（取組番号：３２）

令和４年度取組予定

重点取組事項：浸⽔域での救出訓練の実施
取組項⽬：⽔防訓練の実施（取組番号：３２）

14

救命ボートを使⽤して⽔難訓練を実施した。
引き続き訓練を実施する。



警報発令により、１次招集配備体制（担当
課の招集）を取り、市町危機管理部局との連
絡体制を確保し、降雨量の定時報告、及び河
川水位状況を必要により適時報告した。

河川水位状況の観察時の画像をビジネス
チャットを利用し部局内で情報共有すると共に、
危機管理部局へ情報提供できる体制をとる。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【御殿場市・小山町広域行政組合消防本部】

令和3年度取組実績

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：⽔害危険性の周知促進（取組番号：５）

令和４年度取組予定

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：⽔害危険性の周知促進（取組番号：５）

15

河川水位調査票

降雨記録

観測地点河川状況

（1/2）



毎年、出水期を迎える前の５月に、危機管
理部局へ依頼し、消防団員（兼 水防団員）に
対する水防訓練を行っている。

令和３年度は、座学として「防災マップを活
用した被害想定等の確認等」、実技として
「改良積み土のう工法作成要領」を実施した。

引き続き、大雨等による水災害に対して円
滑な水防活動ができるよう、昨年度の未受講
者を対象に訓練を実施した。

来年度以降も、危機管理部局と訓練内容に
ついて検討し、訓練を継続していく。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【御殿場市・小山町広域行政組合消防本部】

令和3年度取組実績

重点取組事項：⑥⽔防活動の充実
取組項⽬：⽔防訓練の充実（取組番号：３２）

令和４年度取組予定

重点取組事項：⑥⽔防活動の充実
取組項⽬：⽔防訓練の充実（取組番号：３２）

16

⽔防計画について防災マップの確認 ⼟のう作成

⼟のう積み⼯法 訓練講評⼟のう積み⼯法 各地区防災マップ

（2/2）



菊川⽔防連絡会委員会 参加（4/14）
天⻯川⽔防連絡会委員会 参加（4/14）
狩野川洪⽔予報連絡会 参加（6/8）
静岡県東部地域⼤規模氾濫減災協議会 参加
（6/15）
静岡県⽔防協議会 参加（R4/3/22）

引き続き、各会議等へ積極的に参加し、⽔
防関係者間での連携、協⼒に関する検討を図
る

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定

令和3年度取組実績

重点取組事項：⽔防関係機関との連携
取組項⽬：各会議等への参加（取組番号：３３）

令和４年度取組予定

重点取組事項：⽔防関係機関との連携
取組項⽬：各会議等への参加（取組番号：３３）

17

【静岡県警察本部警備部災害対策課】



留置可能想定駅の留置可能本数
三島駅 最⼤３編成
三島⽥町駅 最⼤３編成
⽥京駅 最⼤２編成
⼤仁駅 最⼤２編成
修善寺駅 最⼤５編成
（踊り⼦⾞両を含めない場合は６編成）

毎年９⽉に実施している防災訓練の情報伝達
訓練について、実践を意識して緊張感をもっ
て実施していく。そして、引き続き防災知識
および防災応急⾏動の再確認をする。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【伊豆箱根鉄道株式会社】

令和3年度取組実績

重点取組事項：⾞両避難計画の策定
取組項⽬：⾞両避難計画の策定

(取組番号：３２)

令和４年度取組予定

重点取組事項：情報伝達訓練の実施
取組項⽬：情報伝達訓練の実施

（取組番号：３２）

18

想定車両避難計画内容
防災訓練風景

豪⾬による⾃然災害時の防災対策として、鉄
道⾞両避難計画を策定した。これにより豪⾬
の際に⾞両をハザードマップの浸⽔エリア外
の下記５駅に避難して、被害を軽減する。
（避難実績は無し）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡地方気象台】

令和3年度取組実績

重点取組事項：洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：洪⽔予測や河川⽔位の状況に関する
解説（取組番号：08）

令和４年度取組予定

重点取組事項：洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：危険レベルの統⼀化等による災害情
報の充実と整理（取組番号：07）

19

1⽇先の予想「危険度分布」等の提供開始を検討
台⾵による⼤⾬など可能な現象について、より⻑時間のリードタイ
ムを確保した警戒の呼びかけを⾏うため、1⽇先までの⾬量予測
を⽤いた「危険度分布」の提供開始を⽬指す。予測精度を検証し
た上で、精度も考慮した呼びかけ⽅や表⽰⽅法の具体について
検討していく。

警戒レベルとキキクルのカラーｺｰﾄﾞの統⼀
⼤⾬特別警報の基準値への到達を⽰す「災害切迫」（⿊）を
警戒レベル5相当として新設。これまでの「⾮常に危険」（うす
紫）と「極めて危険」（濃い紫）を統合し、警戒レベル4相当の
「危険」（紫）に⼀本化。
これにより、キキクルと警戒レベルとの齟齬を解消し、警戒レベル
相当としてより分かりやすく伝える。

改
善
後

（1/3）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡地方気象台】

令和４年度取組

20

キキクル（危険度分布）「⿊」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合 【令和4年6⽉３０⽇から実施】

（2/3）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡地方気象台】

令和４年度取組

21

気象庁HPより

（3/3）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【沼津河川国道事務所】

平成28年度より狩野川流域の⼩学校を対象に「防災・河川
環境教育」の⽀援に取り組んでいる。
令和3年度においては、計21校の⼩学校に対して、⽔害へ
の備えや避難⾏動等について考える授業を実施するための
教材作成等の⽀援を⾏った。

■取組内容

令和３年度取組実績

引き続き、狩野川流域における「防災・河川環境教育」を
⽀援する。令和4年度においては新たに2校を加えた計23校
の⼩学校で、⽔害への備えや避難⾏動等について考える授
業を実施する。

令和４年度取組予定

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）

児童への配付資料
学校別ハザードマップ

映像教材 授業の様子

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）

令和4年度 ⽀援予定の⼩学校位置図

22

（1/2）



狩野川流域の⽔防活動を円滑に実施するため、
狩野川流域の⾃治体及び⽔防団（消防団）、
河川管理者等が合同で、狩野川で洪⽔に対し
リスクが⾼い区間（重要⽔防箇所）の河川巡
視を出⽔期前に実施しました。

引き続き、重要⽔防箇所の河川巡視を出⽔期
前に実施しました。（令和4年5⽉23⽇〜24
⽇）⽔防関係者間での連携を強化するため、
今後も継続して実施していく予定です。

令和3年度取組実績

重点取組事項：⑤⽔防団（消防団）の組織強化
取組項⽬：⽔防関係者間での連携、協⼒に関す
る検討（取組番号：３３）

令和４年度取組予定

重点取組事項：⑤⽔防団（消防団）の組織強化
取組項⽬：⽔防関係者間での連携、協⼒に関す
る検討（取組番号：３３）

23

伊豆市牧之郷地区
（野尻川合流点付近）

三島市長伏地区
（松毛川樋管付近）

■参加者 107名
沼津市、三島市、伊⾖市、伊⾖の国市、函南町、⻑泉町、
清⽔町、⽔防団（消防団）、防災エキスパート、建設業協
会、建設コンサルタンツ協会、沼津河川国道事務所

沼津市大手町地区
（あゆみ橋付近）

長泉町本宿地区
（黄瀬川付近）

■参加者 98名
沼津市、三島市、伊⾖市、伊⾖の国市、函南町、⻑泉町、
清⽔町、⽔防団（消防団）、防災エキスパート、建設業協
会、建設コンサルタンツ協会、沼津河川国道事務所

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【沼津河川国道事務所】（2/2）



大規模氾濫における人的被害を軽減するため、避難意識の更なる向
上が必要であることから、「マイ・タイムライン」作成の推進とと
もに、より簡便で、様々な災害リスクに対応する「わたしの避難計
画」により早期避難の意識醸成と災害時の避難行動の明確化を図る
こととした。令和３年度は、県内モデル地区８箇所において、ワー
クショップを開催し、住民意見等を踏まえ、「わたしの避難計画」
の雛形を作成した。

令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡県危機管理部】

令和3年度取組実績

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップの
作成促進（取組番号：２３）

令和４年度取組予定

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：住⺠⼀⼈⼀⼈の避難計画・情報マップの
作成促進（取組番号：２３）

＜清水町中徳倉地区ＷＳの様子 10/3、11/21公民館みらい＞

＜伊豆の国市南條地区ＷＳの様子 11/14、1/16南條区民ホール＞

■ 「わたしの避難計画」のモデル地区以外の地域への普及

■ 「マイ・タイムライン」について引き続き普及

■
避
難
⾏
動
判
定
フ
ロ
ổ

■
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

・令和３年度に作成した雛形を情報提供し、市町への交付金による取
組支援や、スマートフォンで「わたしの避難計画」を作成できるポー
タルサイトを構築するなど、普及への環境を整備していく。

・「避難行動判定フロー」や「マイ・タイムライン」の周知を行うと
ともに、ワークショップ開催の支援を行っていく。

■
清
水
町
中
徳
倉
地
区
で
作
成
し
た
雛
形



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡県東部地域局】

令和3年度取組実績

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進(取組番号：２０)ほか

令和４年度取組予定

重点取組事項：①防災教育等の促進
取組項⽬：防災教育の推進(取組番号：２０)ほか

25

管内市町の防災担当職員を対象に、防災情報の取扱いや避難指
⽰等の発令判断など防災対応⼒の向上を⽬的に演習を実施した。
＜演習＞（令和３年６⽉８⽇）
参加者：７市町11名
地域における⾵⽔害対策の強化に向

け、当局が作成した「⾵⽔害対応イメ
ージＴＥＮ」を活⽤し、⾵⽔害の時
系列を意識した演習を実施した。

市町⾵⽔害危機管理演習の実施 市町⾵⽔害危機管理演習の実施
令和４年度についても、訓練や演習

を通じて、市町の防災対応⼒強化を
図っている。
＜演習＞（令和４年６⽉９⽇）
参加者：９市町15名

管内の⾼等学校等を対象に防災出前
講座を実施しており、令和３年度につ
いては、76回（沼津⼟⽊管内で55回）
の出前講座を実施した。
講座ではハザードマップの⾒⽅や市

町が発令する避難情報の意味の解説な
ど、⾵⽔害に関する内容なども説明し
ている。

⾵⽔害に関する防災教育の推進

地域住⺠に対する意識啓発と防災指導の実施
＜研修＞（令和３年12⽉17⽇） 参加者：25名
地域住⺠の防災意識向上を図るため、地域防災指導員能⼒向

上研修を実施し、「⾵⽔害対応イメージＴＥＮ」の演習などに
より⾵⽔害への備えと対応⼒の強化を図った。

⾵⽔害に関する防災教育の推進
令和４年度についても、児童⽣徒や

教員を対象に、防災について理解し、
⽇頃の備えや適切な判断ができるよう、
防災出前講座を実施する。講座の内容
がより効果的になるよう防災講話に加
えて、DIG等のグループ演習を取り⼊
れている。

地域住⺠に対する意識啓発と防災指導の実施
地域防災⼒を強化するため、住⺠⼀

⼈⼀⼈の防災意識向上と避難⾏動の迅
速化を図り、地域防災指導員等を対象
に⾵⽔害への備えとその対応について
継続的な啓発、指導を⾏っていく。令
和４年度は、「⾵⽔害対応イメージ
TEN」研修を３回実施する予定。



令和3年度の取組実績・令和4年度の取組 【静岡県交通基盤部河川砂防局】 （1/2）

26

令和４年度取組実績・予定

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：⽔害危険性の周知促進

（取組番号：５）

令和3年度取組実績

〇地域防災⼒向上に関する市町の取組を⽀援する
ため市町職員を対象に河川事務等の研修会を実施

（Webによる研修）

【河川協会研修会内容】（令和４年２月16日）

１「最近の水害リスクの周知に関する話題」

河川企画課 課長 望月 嘉徳 氏

２「気象庁危険度分布(キキクル)について

及び大雨事例の検証」

静岡地方気象台 水害対策気象官 工藤 美華子 氏

３「水害ハザードマップの作成と活用について」

一般財団法人 河川情報センター 鮎川 一史 氏

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：⽔害危険性の周知促進

（取組番号：５）

〇令和４年度以降も引続き研修会等を実施 柿沢川洪水浸水想定区域図
（R4.6公表）

〇中⼩河川の洪⽔浸⽔想定区域図の作成・公表
【令和４年度】（34/99河川公表）
・狩野川⽔系柿沢川ほか18河川の公表（令和４年６⽉）

・⼋⽊沢⼤川⽔系⼋⽊沢⼤川ほか14河川の公表
・狩野川⽔系境川ほか11河川の作成
【令和５年度】（65/99河川公表）
・狩野川⽔系境川ほか11河川の公表
・狩野川⽔系佐野川ほか52河川の作成・公表

・⼟砂災害防⽌対策の推進に関する意⾒交換会（令和３年５⽉）

・河川関係事務研修会（令和３年９⽉）

・河川協会研修会（令和４年２⽉）
※開催にあたっては静岡地⽅気象台の協⼒をいただきました。

沼津土木事務所
管内99河川完了



〇コロナ禍における防災対策「事前に備える防災講座」動画を公開
・⽔災害リスク情報や避難⽅法等をテーマとした動画を作成し、YouTube（ユーチューブ）で公開
・動画のQRコードを掲載したパンフレットを作成し、配架

令和3年度の取組実績・令和4年度の取組 【静岡県交通基盤部河川砂防局】

令和3年度取組実績

重点取組事項：①防災教育等の推進
取組項⽬：防災教育の推進（取組番号：２０）

令和４年度取組実績・予定
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【取組による効果、ポイント】
・見学会や出前講座と違い、動画であれば、好きな時間に視聴可能、繰り返し視聴も可能である。

詳細情報：https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-320/kasen.html

河川砂防局防災講座8
「マイ・タイムラインって何だろう？」

（R3.6.16配信開始）

動画公開リンク先 ＱＲコード

河川砂防局防災講座９
「⾬⽔貯留施設を知ってますか？」

（R4.5.18配信開始）

★ 令和２年度から実施
現在９本の動画を公開

★今後も、継続して動画を作成

（2/2）



令和3年度の取組実績・令和4年度の取組予定【静岡県沼津土木事務所】

令和3年度の取組実績

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：浸⽔想定区域の早期指定、浸⽔想定区
域図の作成・公表等（取組番号：15）

令和４年度の取組予定

重点取組事項：②洪⽔時における情報提供の充実
取組項⽬：洪⽔時における河川管理者からの情報
提供等（取組番号：２）
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・令和２年度末に⼆級河川鮎沢川⽔系鮎沢川を新たに⽔位周
知河川に指定したことから、令和３年５⽉に洪⽔浸⽔想定
区域を指定した。

・これを受け、令和４年３⽉には洪⽔ハザードマップの作成
が完了し、地元説明会が開催されたことから、⼩⼭町と合
同で⽔害リスク情報の周知促進を図った。

・⽔位周知情報等を迅速かつ的確に⾸⻑等に伝達するための
ホットライン訓練を令和４年５⽉23⽇に実施した。

鮎沢川洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）R3.5

鮎沢川洪水ハザードマップ
（小山町作成）R4.3

ホットライン訓練

沼津土木事務所長 小山町危機管理局長

情報伝達訓練状況（FAX送信）

情報伝達訓練
●河川管理者
・国土交通省沼津河川国道事務所
・静岡県沼津土木事務所

●関係水防管理団体（東部地域全市町）
・沼津市 ・三島市 ・御殿場市
・裾野市 ・伊豆市 ・伊豆の国市
・函南町 ・清水町 ・長泉町 ・小山町

・また、情報伝達の⽅法及び経路を再確認するため、静岡県
東部地域⽔防演習（情報伝達訓練）を令和４年６⽉22⽇に
実施した。

（1/2）



令和3年度の取組実績・令和4年度の取組予定【静岡県沼津土木事務所】

令和3年度の取組実績

重点取組事項：⑦治⽔施設整備等の促進
取組項⽬：決壊までの時間を少しでも引き延ばす
堤防構造の⼯夫（取組番号：22）

令和４年度の取組予定

重点取組事項：⑦治⽔施設整備等の促進
取組項⽬：堤防等河川管理施設の整備（取組番
号：41）
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・避難までの時間を少しでも確保するため、⼀級河川狩野川
⽔系柿沢川（県管理区間）及び韮⼭古川において、堤防天
端舗装（危機管理型ハード対策）を実施した。

柿沢川施工前 柿沢川堤防天端舗装後

韮山古川堤防天端舗装後韮山古川施工前

・⼀級河川富⼠川⽔系沼川新放⽔路の整備については、県道
富⼠清⽔線交差部函体⼯への着⼿を予定している。

・⼀級河川狩野川⽔系来光川や境川等において、流下能⼒を
向上させるための河道拡幅⼯事を引き続き進める。

・その他河川においても、既存の流下能⼒の最⼤化を図るた
め、⽀障⽊の伐採や堆積⼟砂の撤去（河床掘削）を着実に
進めていく。

県道富士清水線
（切廻し）

R4～
県道交差部

海岸防潮堤部
沼津河川国道事務所施工

←至 静岡 至 三島→

沼川新放水路下流工区（河口から沼川まで）

（2/2）



令和3年度の取り組み実績・令和4年度の取り組み予定【静岡県健康福祉部】

令和3年度取組実績

重点取組事項：円滑かつ迅速な避難のための取組
取組項⽬：要配慮者利⽤施設における避難計画
の作成及び避難訓練の実施（取組番号：１４）

令和４年度取組予定

重点取組事項：円滑かつ迅速な避難のための取組
取組項⽬：要配慮者利⽤施設における避難計画
の作成及び避難訓練の実施（取組番号：１４）

●社会福祉法⼈等の指導監査
・社会福祉法等に基づく指導監査において、防災管理体制や防災訓練
の実施状況をチェックリストを活⽤し、書⾯及び電話で確認、指導

●社会福祉施設等職員防災研修会
・施設職員の防災意識の向上や知識の習得を図り、施設の防災対策⼒
を⾼めることを⽬的とし、施設職員向けの研修を動画で配信
【研修内容】
要配慮者利⽤施設の避難訓練についての説明、地震防災アドバイザー
による講演 等

●避難⾏動要⽀援者の避難⽀援対策等に係る意⾒交換会
・危機管理部、交通基盤部と連携して、市町防災、福祉担当職員に
対して意⾒交換会をオンラインで実施

●浸⽔区域内要配慮者利⽤施設の⽀援
・洪⽔浸⽔想定区域内に⽴地する社会福祉施設等が⾏う避難確保
計画の策定や浸⽔対策資材等の整備を⽀援

●社会福祉法⼈等の指導監査（継続）
・社会福祉法等に基づく指導監査において、防災管理体制や防災訓練
の実施状況をチェックリストを活⽤し、書⾯及び電話で確認、指導

●社会福祉施設等職員防災研修会（継続）
・施設職員の防災意識の向上や知識の習得を図り、施設の防災対策⼒
を⾼めることを⽬的とし、施設職員向けの研修を実施する。
【研修内容】
要配慮者利⽤施設の避難訓練についての説明、地震防災アドバイザー
による講演 等

●避難⾏動要⽀援者の避難⽀援対策等に係る取組⽀援（拡充）
・危機管理部、交通基盤部と連携して、市町防災、福祉担当職員に
対して意⾒交換会を実施する。
・市町職員向け個別避難計画作成研修会を実施する。

●浸⽔区域内要配慮者利⽤施設等の⽀援（拡充）
・洪⽔浸⽔想定区域内、⼟砂災害警戒区域内に⽴地する社会福祉
施設等が⾏う避難確保計画の策定や浸⽔対策資材等の整備を⽀援
する。
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